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酔
客
の
、
さ
わ
が
し
さ
の
な
か
、

ギ
タ
ア
ル
の
レ
コ
ー
ド
鳴
つ
て
、

今
晩
も
、
わ
た
し
は
こ
こ
で
、

ち
び
ち
び
と
、
飲
み
更
か
し
ま
す

人
々
は
、
挨
拶
交
は
し
、

杯
の
、
や
り
と
り
を
し
て
、

秋
寄
す
る
、
こ
の
宵
を
し
も
、

こ
れ
は
ま
あ
、
き
ら
び
や
か
な
こ
と
で
す

わ
た
く
し
は
、
し
よ
ん
ぼ
り
と
し
て
、

自
然
よ
り
よ
い
も
の
は
、
さ
ら
に
も
な
い
と
、

悟
り
す
ま
し
て
ひ
え
び
え
と

ギ
タ
ア
ル
き
い
て
、
身
も
世
も
あ
ら
ぬ
思
ひ
し
て

酒
啜

ㅱ
㆙
㆙
ㅲり

ま
す
、
そ
の
酒
に
、
秋
風
泌
み
て

そ
れ
は
も
う
　
結
構
な
さ
び
し
さ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
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̎̐ 日

朗
読
劇「『
神
前
結
婚
』

－嘉
村
礒
多
の
世
界
」な
ど

市
民
団
体
に
よ
る「
文
化
祭
」が
開
催

人
間
的
な
生
き
様
を
、
ぜ
ひ

感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
観

劇
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
、
大
人
１
千

円
で
高
校
生
以
下
は
無
料
。

市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
購
入

で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は
福

島
さ
ん
（
☎
０
８
３

－

９
２

１

－

２
４
７
６
）
へ
。

フ
ォ
ン
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
）
▽
平
尾
節
幸
さ
ん
（
中

南
米
音
楽
）
▽
む
つ
み
会

（
日
本
舞
踊
花
柳
流
）
▽
藤

村
順
子
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）

▽
フ
レ
ン
ズ
＆
ゆ
ず
っ
こ

（
ギ
タ
ー
、
大
正
琴
、
マ
ン

ド
リ
ン
）
▽
み
や
の
・
ハ
モ

ー
ル
カ
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
）。

　
そ
し
て
、
主
催
の
「
明
日

を
紡
ぐ
大
地
の
会
」
は
、
朗

読
劇
「『
神
前
結
婚
』

－

嘉
村
礒
多
の
世
界
」
を
上
演

　「
明
日
を
紡
ぐ
大
地
の

会
」（
福
島
光
子
代
表
）
が

主
催
す
る
「
市
民
み
ん
な
の

文
化
祭
」
が
、
24
日（
日
）
午

後
１
時
半
か
ら
、
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
山
口
（
熊
野

町
１
）
で
開
か
れ
る
。
サ
ン

デ
ー
山
口
な
ど
後
援
。

　
こ
れ
は
、
異
な
る
ジ
ャ
ン

ル
の
文
化
・
芸
術
活
動
に
取

り
組
む
団
体
・
個
人
に
よ
る

合
同
発
表
会
。
出
演
す
る
の

は
同
会
に
加
え
、
Ｏ
ｔ
ｏ
ｔ

ｕ
ｍ
ｕ
ｇ
ｉ
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
（
サ
ク
ソ

す
る
。「
私
小
説
の
極
北
」

と
も
称
さ
れ
る
、
仁
保
出
身

の
作
家
・
嘉
村
礒
多
の
短
い

生
涯
を
、
代
表
作
の
「
神
前

結
婚
」
な
ど
を
通
じ
て
描

く
。
同
会
の
福
島
久
嘉
さ
ん

は
「『
生
き
る
』
と
は
何
な

の
か
、
チ
ト
セ
へ
の
愛
な
ど

自
身
の
魂
を
え
ぐ
っ
て
追

求
・
表
現
し
た
礒
多
の
人
生

の
軌
跡
に
迫
る
。
戦
争
前
夜

の
暗
黒
と
格
闘
し
た
、
そ
の
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あ
す
、浜
村
杯
秋
穂
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

（
１
９
２
８
〜
２
０
０

０
）
の
偉
業
を
称
え
て
１

９
９
２
年
に
創
設
。
現
在

で
は
、
県
内
外
か
ら
約
１

千
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

す
る
秋
穂
地
域
の
恒
例
行

事
と
な
っ
て
い
る
。

　
浜
村
は
、
55
年
の
ボ
ス

ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
を
は

じ
め
、
56
年
メ
ル
ボ
ル
ン

五
輪
と
58
年
ア
ジ
ア
大
会

で
も
日
本
代
表
と
し
て
活

躍
。
引
退
後
は
協
和
発

酵
、
丸
久
、
ユ
ニ
ク
ロ
陸

上
部
監
督
と
し
て
後
進
の

育
成
に
も
力
を
注
い
だ
。

　
あ
す
1�
日
午
前
９
時
半

か
ら
午
後
１
時
ま
で
秋
穂

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
起
・
終

点
に
、
第
28
回
「
浜
村
杯

秋
穂
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
」
が
開
か
れ
る
。

　
同
大
会
は
、
秋
穂
出
身

の
ラ
ン
ナ
ー
・
浜
村
秀
雄

No.168

秋穂

　
世
界
を
舞
台
に
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
た
ラ
ン
ナ

ー
・
浜
村
秀
雄
。
偉
業
を
称
え
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
が
、
出
身
地
の
秋
穂
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
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 １行記事　きょう午前１０時から午後４時まで、山口井筒屋２階で中国税理士会山口支部主催の「税のことなら何でも相談会」が開催。参加無料で飛び入り参加も可。

市
立
中
央
図
書
館
ま
つ
り

栗
林
和
彦
写
真
展
な
ど

「災害に強い地域づくりのために」
アクティブシニアとして地域貢献を時

半
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、

県
婦
人
教
育
文
化
会
館
（
湯

田
温
泉
５
）
で
開
か
れ
る
。

　
午
前
中
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
平
田

隆
之
理
事
長
が
進
行
役
を
務

め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
課

題
解
決
の
提
案
力
を
磨
く
」

が
開
催
さ
れ
、
地
域
サ
ロ
ン

や
シ
ニ
ア
の
新
た
な
働
き
方

な
ど
の
実
践
活
動
が
報
告
さ

れ
る
。
昼
休
憩
を
は
さ
み
、

　
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
と

し
て
地
域
に

貢
献
し
た
い

人
を
対
象
と

し
た
「
男と

女も

に
活
躍
　
生

涯
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
研

究
会
」
が
、

12
月

１

日

（
日
）
午
前
９

午
後
１
時
15
分
か
ら
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙

台
の
宗
片
恵
美
子
代
表
理
事

に
よ
る
講
演
「
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
〜
防

災
・
減
災
に
女
性
の
力
を
活

か
す
に
は
」
が
あ
る
。

　
参
加
費
は
５
０
０
円
で
、

　「
第
16
回
市
立
中
央
図
書

館

ま

つ

り

」

が
、

24
日

（
日
）
に
同
館
（
中
園
町
７
、

☎
０
８
３

－

９
０
１

－

１
０

４
０
）
と
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
で
開
か

れ
る
。
時
間
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。

　
開
館
1
周
年
か
ら
毎
年
開

催
さ
れ
て
お
り
、「『
天
使
の

い
る
図
書
館
』
上
映
会
」

「
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
」「
お

昼
食
を
希
望
す
る
場
合
は
別

途
６
０
０
円
が
必
要
。
申
し

込
み
は
、
22
日（
金
）
ま
で
に

主
催
の
や
ま
ぐ
ち
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
エ
コ
ー
（

０
９
０

－

１
３
３
８

－

２
０
５
８
、

０
８
３

－

９
２
３

－

９
８

３
３
）
へ
。 

は
な
し
ひ
ろ
ば
」「
ブ
ッ
ク

カ
バ
ー
を
作
っ
て
み
よ

う
！
」
な
ど
、
参
加
無
料
の

催
し
が
多
数
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
栗
林
和

彦
写
真
展
「
図
書
館
周
辺
」

（
サ
ン
デ
ー
山
口
協
力
）
が

12
月
28
日（
土
）
ま
で
同
館
交

流
ス
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
る
。

　
詳
細
は
６
日
付
本
紙
広
告

を
参
照
の
こ
と
。

24日

12
月
1
日
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事例 1087

消費生活相談 身
に
覚
え
の
な
い
商
品
が
代

引
き
で
届
い
た
ら
？

　ừ
૬
ஊ
Ử
ネ
ッ
ト
通
販
会
社
か
ら
私
宛

て
に
代
引
き
の
荷
物
が
届
い
た
。
私
が
不

在
だ
っ
た
の
で
家
族
が
支
払
い
、
荷
物
を

受
け
取
っ
た
。
開
封
し
て
確
認
す
る
と
注

文
し
た
覚
え
の
な
い
商
品
だ
っ
た
。
返
金

し
て
ほ
し
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　ừ
ճ
౴
Ử
ま
ず
は
通
販
会
社
に
連
絡
を
取

り
、
事
情
を
説
明
し
て
返
品
や
返
金
の
対

応
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
も
心
当
た
り
の
な

い
商
品
が
届
い
た
場
合
、

次
の
２
点
の
確
認
を
。

　
①
本
人
に
限
ら
ず
、
家

族
や
友
人
を
含
め
て
本
当

に
注
文
し
た
覚
え
が
な
い

か
②
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
購
入

し
、
届
い
て
い
な
い
商
品
は
な
い
か
。

　
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
場

合
、
代
引
き
で
荷
物
が
届
い
て
も
商
品

の
受
け
取
り
や
支
払
い
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
宛
て
な
ど
、
そ

の
場
で
判
断
で
き
な
い
と
き
は
、
配
送

業
者
に
一
旦
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。
代
引
き
で
受
け
取
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
荷
物
の
発
送
元
に
身
に
覚
え

の
な
い
商
品
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
返

品
や
返
金
の
依
頼
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
普
段
か
ら
「
誰
が
注
文
し
た
か
わ

か
ら
な
い
荷
物
は
受
け
取
ら
な
い
」
な

ど
の
ル
ー
ル
を
家
族
間
で
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
お
困
り
の
際
は
お
近
く
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県消費生活センター（相談電話 083-924-0999）

「ふたごのうさぎと野原」
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　「
民
俗
芸
能
花
舞
台
お
ご

お
り
座
」
が
、
あ
す
1�
日
午

後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
、
小

郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小

郡
下
郷
）
で
あ
る
。
創
立
20

年
を
迎
え
た
お
ご
お
り
文
化

協
会
（
☎
０
８
３

－

９
７
２

－

７
２
５
３
）
の
記
念
事
業

で
、
入
場
無
料
。
舞
台
に
先

立
ち
功
労
者
表
彰
な
ど
の
式

典
も
行
わ
れ
る
。
　
　
　
　

　
催
し
の
名
称
「
お
ご
お
り

座
」
は
、
か
つ
て
小
郡
に
あ

り
、
大
衆
劇
場
と
し
て
人
気

を
誇
っ
た
「
寿
座
」
に
あ
や

か
っ
た
も
の
。

　
出
演
は
、
吉
敷
ほ
う
べ
ん

太

鼓

ジ

ュ

ニ

ア

部
（

吉

敷
）、
徳
地
中
人
形
浄
瑠
璃

ク
ラ
ブ
（
徳
地
）、
赤
崎
神

社
十
二
の
舞
保
存
会
（
秋

穂
）、
岩
戸
の
舞
保
存
会

（
小
郡
）、
嘉
年
土
居
神
楽
舞

保
存
会
（
阿
東
）
の
５
団

体
・
�0
人
だ
。

　「
熱
気
と
賑ㆫ

ㆍ

わ
い
に
包
ま

れ
て
い
た
か
つ
て
の
寿
座
の

よ
う
に
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
」

と
、
同
協
会
。

　
県
知
事
賞
＝
福
本
彩
乃

（
大
殿
小
６
年
）
▽
県
議
会

議
長
賞
＝
松
浦
早
希
（
徳
佐

小
４
年
）
▽
市
長
賞
＝
向
山

拓
実
（
阿
知
須
小
４
年
）
▽

市
教
育
長
賞
＝
諏
訪
陸
斗

（
阿
知
須
小
６
年
）
▽
テ
レ

ビ
山
口
賞
＝
木
原
瑠
香
（
秋

穂
小
６
年
）
▽
山
口
新
聞
社

賞
＝
下
村
菜
奈
（
大
殿
小
１

年
）

　
第
�0
回

Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術
館
山
口

児
童
作
品

展

が
、

き
ょ
う
16

日
と
あ
す

1�
日
の
午

前
10
時
か

ら
、
市
民

会
館
（
中

央
２
）
で

開
か
れ
る
。
終
了
時
間
は
、

き
ょ
う
が
午
後
７
時
で
、
あ

す
は
３
時
半
。
サ
ン
デ
ー
山

口
な
ど
後
援
。

　
心
の
教
育
「
美
育
」
を
目

的
と
し
た
公
募
展
で
、
会
場

に
は
、
市
内
小
学
生
の
受
賞

絵
画
約
３
０
０
点
が
並
ぶ
。

　
今
年
は
�5
小
学
校
か
ら
１

４
５
４
点
の
応
募
が
あ
り
、

「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞
」

に
は
、
土
田
樹
さ
ん
（
大
歳

小
１
年
）、
佐
伯
環
さ
ん

（
宮
野
小
４
年
）、
米
谷
菜
々

香
さ
ん
（
大
内
小
６
年
）
の

３
人
が
輝
い
た
。
ま
た
「
サ

ン
デ
ー
山
口
賞
」
は
「
ふ
た

ご
の
う
さ
ぎ
と
野
原
」
の
開

地
杏
莉
さ
ん
（
二
島
小
２

年
）
が
受
賞
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
主
な
受
賞
者

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。
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